
今号の表紙
　未来を担う児童・生徒に日本の伝統食文化である「和
食」を継承してもらおうと、３月７日、春日西小学校で、
「日本食・食文化魅力発信プロジェクト」が行われました
（詳細は14ページ）。
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学
校
運
営
・
改
善
の
支
援

◆
学
校
、家
庭
、地
域
の
連
携
の
深
化

▽
全
中
学
校
校
区
で
展
開
し
て
い
る「
中
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」の

充
実

◆
学
校
評
価
制
度
の
充
実

▽
学
校
に
よ
る
自
己
評
価
、学
校
関
係
者
評

価
、中
学
校
区
学
校
関
係
者
評
価
の
実
施
と

学
校
改
善

学
力
向
上
の
推
進

◆
指
導
方
法
の
工
夫
や
改
善
の
促
進

▽
学
力
向
上
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
授
業
改
善
や

個
別
支
援
な
ど
の
充
実
に
向
け
た
支
援

◆
児
童
、生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
育
成

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｋ

か

す

が

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ「
小
学
生
漢

字
・
計
算
テ
ス
ト
」、中
学
生
英
語
暗
唱
・
ス

ピ
ー
チ
大
会
の
実
施

心
と
体
づ
く
り
の
推
進

◆
人
権
感
覚
の
育
成

▽
社
会
科
基
底
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、副
読
本「
か

が
や
き
」「
あ
お
ぞ
ら
」の
活
用

◆
心
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実

▽
い
じ
め
の
防
止
、早
期
発
見
、早
期
解
消
に

向
け
た「
春
日
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
く
研
修
な
ど
の
実
施
と
学
校
に
お

け
る
組
織
的
取
組
体
制
の
強
化
支
援

◆
食
育
や
体
育
を
通
じ
た
心
と
体
づ
く
り
の
促
進

▽
体
力
・
運
動
の
能
力
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

た
体
力
向
上
プ
ラ
ン
の
策
定
、チ
ャ
レ
ン
ジ

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ「
体
力
テ
ス
ト
」の
実
施

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

◆
不
登
校
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
の
推
進

▽
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
た
中
学

校
内
教
育
支
援
室
の
体
制
強
化
と
不
登
校

専
任
教
員
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、お
は
よ
う
指
導
員
の
活
用

き
め
細
や
か
な
指
導
体
制
の
確
立

◆
個
々
の
児
童
、生
徒
に
応
じ
た
指
導
体
制
の
充
実

▽
小
学
校
６
年
生
の
30
人
以
下
学
級
編
制
、外

国
語
活
動
指
導
員
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
な
ど
に

よ
る
使
え
る
英
語
の
習
得
促
進
、特
別
支
援

教
育
の
充
実

学
校
施
設
の
整
備
・
充
実

◆
学
校
施
設
の
耐
震
化

▽
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
の
推
進

◆
安
全
で
適
正
な
教
育
環
境
の
確
保

▽
学
校
施
設
の
維
持
・
整
備

学
校
教
育
の
推
進

【
教
務
課
・
学
校
教
育
課
】　

文
化
振
興
の
推
進

◆
多
様
な
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

▽
弥
生
の
里
音
楽
祭
、音
楽
の
玉
手
箱
、ふ
れ

あ
い
Ｊ

ジ
　
ャ
　
ズ

Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
、土
曜
シ
ア

タ
ー
の
実
施

◆
文
化
芸
術
へ
の
関
心
の
高
揚

▽
芸
術
文
化
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

市
民
文
化
活
動
の
推
進

◆
文
化
芸
術
施
設
の
利
用
の
促
進

▽
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
の
た

め
の
改
修
計
画
の
推
進

◆
文
化
芸
術
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成

▽
春
日
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ラ
マ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

と
春
日
市
少
年
少
女
合
唱
団
の
活
動
充
実

◆
文
化
芸
術
に
取
り
組
む
市
民
の
増
大

▽
文
化
祭
、ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施

と
ふ
れ
あ
い
文
化
サ
ー
ク
ル
の
充
実

文
化
の
振
興

【
文
化
振
興
課
】　

△知のチャレンジ

△芸術文化ワークショップ

E D U C A T I O N   K A S U G A

春日市教育委員会が平成26年度に取り組む施策と主要事業をお知らせします。
地域や保護者の皆さんのご支援とご協力をお願いします。

教務課教育総務担当　☎（584）1111　F（584）1153

E D U C A T I O N   K A S U G A
平成26年度  春日市の教育平成26年度  春日市の教育

活力あふれる教育・文化・スポーツ

2市 報 か す が
平成26年4月1日



地
域
教
育
力
基
盤
の
形
成

◆
学
校
、家
庭
、地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
の

促
進

▽
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
に
よ
る
子
ど
も
の
居

場
所
の
確
保
と
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

な
ど
に
よ
る「
子
ど
も
会
」活
動
の
育
成
・
支

援

◆
地
域
資
源
の
活
用
機
会
の
増
大

▽
高
齢
者
学
級
生
、家
庭
教
育
学
級
生
、あ
そ

び
名
人
の
会
な
ど
の
実
践
活
動
の
機
会
の

提
供

家
庭
教
育
力
基
盤
の
形
成

◆
家
庭
教
育
に
関
す
る
知
識
の
普
及

▽
家
庭
教
育
学
級
、入
学
説
明
会
で
の
子
育
て

講
演
会
の
開
催

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◆
誰
も
が
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
整
備

▽
移
動
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
と
見
直
し

◆
市
民
図
書
館
の
機
能
の
充
実

▽
図
書
館
資
料
と
案
内
・
し
ら
べ
も
の
業
務
の

充
実

◆
図
書
館
づ
く
り
へ
の
市
民
参
加
の
促
進

▽
図
書
館
協
議
会
へ
の
市
民
公
募
委
員
の
参

加
促
進
、図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
と

夜
の
図
書
館
事
業
な
ど
へ
の
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
の
参
加
促
進

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

社
会
教
育
の
推
進

【
社
会
教
育
課
】　

◆
家
庭
で
の
読
書
の
促
進

▽
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
業（
４
カ
月
健
診
時

に
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

◆
地
域
、学
校
、保
育
所
、図
書
館
な
ど
で
の
読
書

活
動
の
機
会
の
増
大

▽
お
は
な
し
会
、図
書
館
探
検
隊
な
ど
子
ど
も

対
象
事
業
の
実
施
、市
民
図
書
館
と
学
校
図

書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
統
合

に
よ
る
連
携
の
強
化

文
化
財
の
活
用

◆
市
民
の
文
化
財
に
対
す
る
理
解
の
促
進

▽
市
民
の
文
化
財
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
の

新
た
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布

文
化
財
の
保
存
・
活
用

【
文
化
財
課
】　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

◆
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り

▽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
、走
ろ
う
大
会（
ラ
ン

＆
ウ
ォ
ー
ク
）の
開
催

競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◆
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
で
き
る
環
境
の
整
備

▽
大
会
参
加
補
助
金
制
度
を
活
用
し
た
競
技

力
向
上
に
向
け
た
支
援

◆
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
競
技
ス
ポ
ー

ツ
の
育
成

▽
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
、団
体
の
組
織
強

化
支
援
に
よ
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

◆（
仮
称
）総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
開
館
に
向
け

た
取
り
組
み

▽
施
設
整
備
・
備
品
管
理
な
ど
の
準
備

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
学
校
体
育
施
設
の
活
用

促
進

▽
学
校
開
放
事
業
に
必
要
な
設
備
の
点
検
整

備
、利
用
部
会
を
活
用
し
た
連
携
強
化

子
ど
も
の
体
力
の
向
上

◆
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
通
し
た
子
ど
も
の
体
力
の

向
上

▽
学
校
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
、公
園
な
ど
既
存
施

設
の
整
備
や
運
動
習
慣
定
着
の
た
め
に
必

要
な「
安
心
、安
全
」な「
場
」の
確
保
・
提
供

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
の
振
興

【
ス
ポ
ー
ツ
課
】　

△夜の図書館

△奴国の丘フェスタ

◆
市
民
が
文
化
財
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

▽
企
画
展
、体
験
教
室
の
充
実
や
学
校
、地
域

と
の
連
携

◆
地
域
の
文
化
財
を
生
か
し
た
市
民
と
の
協
働

▽
ガ
イ
ド
・
や
き
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

地
域
人
材
の
養
成
・
活
用

文
化
財
の
調
査
・
保
護

◆
文
化
財
調
査
、保
護
の
計
画
的
推
進

▽
国
指
定
特
別
史
跡
水
城
跡
保
存
管
理
計
画

の
策
定

文
化
財
施
設
の
整
備
・
活
用

◆
文
化
財
施
設
の
利
用
促
進

▽
奴
国
の
丘
フ
ェ
ス
タ
、資
料
館
事
業
の
実
施

◆
文
化
財
施
設
の
地
域
活
性
化
へ
の
活
用

▽
樹
木
管
理
な
ど
の
整
備
に
よ
る
憩
い
の
場

と
し
て
の
利
用
と
地
域
の
文
化
的
事
業
で

の
活
用

◆
文
化
財
施
設
の
整
備

▽
現
存
文
化
財
施
設
の
整
備
と
国
指
定
史
跡

の
追
加
指
定
に
よ
る
拡
充
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子
ど
も
の
頃
の
手
伝
い
は
、子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。手
伝
い
を

し
て
大
人
に
認
め
ら
れ
褒
め
ら
れ
る
こ
と

で
、自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
子
ど
も
が
成

長
す
る
に
つ
れ

て
、家
庭
の
手

伝
い
か
ら
地
域

活
動
へ
と
発
展

す
る
こ
と
で
、

よ
り
効
果
が
上

が
り
ま
す
。

　
基
本
的
生
活
習
慣
の
乱
れ
は
、心
身
の

リ
ズ
ム
を
狂
わ
せ
ま
す
。ま
た
、学
習
意
欲

や
体
力
、気
力
の
低
下
の
一
因
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、適
切
な
運

動
、調
和
の
取
れ
た
食
事
、十
分
な
休
養
・

睡
眠
が
不
可
欠
で
す
。

　
子
ど
も
は
、い
ず
れ
大
人
に
な
り
、社
会
に
出
ま
す
。し
か
し
、子
ど
も
は
習
っ

た
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。自
立
し
た
大
人
に
な
る
た
め
に

は
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
基
本
的
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。

　
春
は
新
生
活
を
始
め
る
季
節
。今
日
か
ら
で
も
大
丈
夫
で
す
。で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

     ポイント！
まずは「早起き」から
　早起きができるように早く寝せ
て、朝は朝日が浴びられるように
カーテンを開けましょう。

     ポイント！
家族の会話を大切に
　ごはん中、寝る前などには、テレ
ビを消して、家族で話す時間をつく
りましょう。

叱るときは、一呼吸おいて冷静に
　「だめ」「早くしなさい」と単語だ
けではなく、なぜいけないのか具体
的な改善点や要望を伝えましょう。

     ポイント！
手出し・口出しを少し我慢しよう
　慣れていないことができないのは
当たり前のこと。失敗しても温かく
見守り、できたことを褒めてあげま
しょう。

 朝 ご は ん が大切なの？　
　朝ごはんは活動のためのエネルギーです。朝食
を取ることで、脳が活性化されます。ただし、菓子
パンやジュースに含まれる糖分の過剰摂取は、眠
気や気力の低下を招いたり、いらいら感を高めま
すので控えましょう。
　また、「子どものために」と一手間掛けることで、
子どもの豊かな感情を育みます。

 早 起 き が大切なの？
　早起きをして活動のリズムを整えると、脳が活
性化され、日中の活動に意欲的に取り組むことが
できます。

 早 寝 が大切なの？
　早起きをするためです。睡眠は、体の休養だけで
なく、脳が記憶や情報を整理したり、成長ホルモン
を分泌したりと子どもには欠かせないものです。
睡眠が不足すると、精神が不安定になり、肥満を促
進させます。

なぜ？

整
っ
た
生
活
リ
ズ
ム
で
き
て
い
ま
す
か
？

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
の
ス
ス
メ

家
族
で「
お
は
よ
う
」言
っ
て
い
ま
す
か
？

挨
拶
・
会
話
の
ス
ス
メ

子
ど
も
の
で
き
る
こ
と
増
や
し
て
ま
す
か
？

家
事
手
伝
い
の
ス
ス
メ

　
挨
拶
や
言
葉
遣
い
は
、人
間
が
社
会
生
活

を
円
滑
に
営
む
上
で
大
切
な
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、言
葉
の
能
力
は
、日
々
の
生
活
の

中
で
培
わ
れ
ま
す
。家
庭
で
の
挨
拶
や
会
話

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
は
自

然
と
言
葉
を
身
に
付
け
、友
達
や
先
生
、地
域

の
大
人
と
会
話
す
る
能
力
が
向
上
し
ま
す
。

　
本
を
読
ん
だ
り
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
関

わ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、言
葉
の
能
力
を
高

め
る
こ
と
に
役
立
ち

ま
す
。

家
庭
は
、全
て
の
教
育
の
出
発
点
！

ど
も
の
自
立 

つ
の
ス
ス
メ

子

３
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問い合わせ先　社会教育課社会教育担当　☎（575）4121 F（593）7380

◎春日市での取り組み
　子育てへの心配や不安は誰でも抱えてしまうものです。
　春日市では家庭教育の推進のために、「かすが家庭教育学級」、「子育て講演会」を行っています。

か
す
が
家
庭
教
育
学
級

　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
で
毎
年
通
年
の
学
習
会
を
開
催
し
て
お

り
、校
区
を
越
え
た
保
護
者
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、家
族
で
楽
し
め
る
工
作
や
、子
ど
も
の
学
力
や

夢
、健
康
や
心
理
を
考
え
る
講
演
会
、家
庭
料
理
を
通
し
た
食
育
実

習
、学
級
生
が
企
画
す
る
交
流
会
な
ど
、幅
広
い
内
容
の
学
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
年
に
数
回
、誰
で
も
参
加
で
き
る
公
開
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

学級生の感想
※
家
庭
教
育
学
級
生
の
募
集
ち
ら
し
は
、４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
に
市
内

の
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト(
http://w

w
w
.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/m

anab 
u/ 05kateikyouiku.htm

l
）に
も
掲
載
予
定
で
す
。

小
中
学
生
の
保
護
者
対
象

●ダンボールハウスづくり（公開講座）
▷パパと子どもたちのいい
　コミュニケーションにな
　りました。
▷親子の絆が深まり、創造
　性も養われました。

●食育講座
▷子どもたちのために、またおいしい料理を作ろうと思
いました。

▷「面倒臭いな」と思いなが
ら作るのと、「喜んでもら
いたいな」と思いながら
作るのとでは、味が全然
違ってくるものですね。

講演内容と保護者の感想

子
育
て
講
演
会

　
日
頃
子
育
て
講
座
に
参
加
で
き
な
い
保
護
者
や
、子
ど
も
の
入
学
で

不
安
を
抱
え
る
保
護
者
と
、一
緒
に
家
庭
教
育
を
考
え
る
場
と
な
る
よ

う
、平
成
16
年
度
か
ら
市
内
小
中
学
校
の
入
学
説
明
会
時
に
、子
育
て
講

演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
講
演
内
容
は
、学
校
の
実
情
や
要
望
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、平
成
25
年

度
は
、子
ど
も
が
持
つ
携
帯
電
話
の
現
状
や
子
ど
も
の
自
立
に
対
す
る

保
護
者
の
関
わ
り
方
な
ど
を
講
演
し
ま
し
た
。

新
入
学
生
の
保
護
者
対
象

●スマホ時代の子どもの現状と大人の対応（講師：黒
くろだ

田可
か な こ

奈子さん）

要点：「子どもに携帯を与える前に、保護者は現状を知っておこう」
▷最近話題になっているスマホやラインの現状を知りました。子どもは
都合のいいことしか言わないので、携帯を与えてそれで終わりではな
く、関心を持って、時々は注意していきたいと思います。

●親子のコミュニケーション（講師：毛
もうり

利直
なおゆき

之さん）

要点：「子どもが生まれてきてくれた時の喜び、感謝を忘れないようにし
よう」

▷これからの難しい時期、子どもの心に寄り添っていけたらと思いまし
た。感謝の気持ちを忘れず、日々頑張っていきたいと思います。

●望ましい親子の関わり方（講師：今
いまむら

村隆
たかのぶ

信さん）

要点：「子どもの自発性を高めるために、保護
者は口出し、手出しを我慢しよう」

▷自分が良かれと思ってやっていたこと
が、過保護につながっていると知りまし
た。これから、改善していきます。

子どもが変わる　家庭が変わる　地域が変わる

50周年5050周0周年年年50周年

10周年110周周年0 年年10周年

市 報 か す が
平成26年4月1日5
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市
は
、予
防
接
種
費
用
の
補

助
を
平
成
26
年
度
も
行
い

ま
す
。

　

風ふ
う
し
ん疹
は
春
か
ら
流
行
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。先
天
性
風
疹
症
候
群

発
生
予
防
の
た
め
、早
め
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
で
、風
疹
の
予
防
接

種（
混
合
ワ
ク
チ
ン
可
）を

し
た
人

▽
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
49
歳
以

下
の
女
性
の
う
ち
、５
年
以
内

の
風
疹
の
抗
体
検
査
の
結
果
が

基
準
値（
Ｈ
Ｉ
法
で
16
倍
以
下

ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
・
０
未

満
）に
当
て
は
ま
る
人

▽
抗
体
価
が
前
記
の
基
準
値
に

当
て
は
ま
る
妊
婦
の
配
偶
者

（
パ
ー
ト
ナ
ー
を
含
む
）で
抗
体

検
査
の
結
果
が
前
記
の
基
準
値

に
当
て
は
ま
る
人

申
請
期
限　

４
月
１
日
以
降
、ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
た
日
か

ら
１
カ
月
以
内（
平
成
27

年
３
月
31
日
を
越
え
な
い

こ
と
）

補
助
額　

上
限
５
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の　

指
定
の
申

請
書
兼
請
求
書
、風
疹
の

抗
体
検
査
結
果
が
分
か

る
も
の（
５
年
以
内
の
も

の
）、風
疹
の
予
防
接
種
を

し
た
こ
と
が
分
か
る
医
療

機
関
の
領
収
書
、風
疹
の

予
防
接
種
を
受
け
た
日
が

分
か
る
も
の（
予
診
票
の

写
し
な
ど
）、男
性
の
場
合

は
パ
ー
ト
ナ
ー
が
妊
娠
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の（
パ
ー
ト
ナ
ー
の

胎
児
の
母
子
手
帳
な
ど
）、

自
身
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
抗

体
検
査
結
果
が
分
か
る
も

の

※
補
助
金
は
予
防
接
種
を
し
た
人

自
身
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

※
申
請
書
兼
請
求
書
に
は
押
印
が

必
要
で
す
。

申
請
方
法　

前
記
の「
申
請
に
必

要
な
も
の
」を
申
請
期
限

ま
で
に
健
康
課
に
提
出
す

る

申
請
先　

健
康
課
健
康
増
進
担
当

（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
内
）

風疹の予防接種費用の補助を継続します
健康課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の
効
率
化
の
た

め
、４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
を
一
部
変
更

し
ま
す
。

○
安
全
安
心
課
の
新
設

　

防
犯
・
防
災
の
担
当
部
署
を
一
本
化
し
、地
域
や

警
察
と
連
携
し
た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
更

に
推
進
す
る
た
め
、地
域
生
活
部
に「
安
全
安
心

課
」を
新
設
し
ま
す
。

窓
口　

市
役
所
３
階

主
な
事
務

▽
防
犯
安
全
担
当

市
民
防
犯
活
動
の
支
援
、暴
力
追
放
、犯
罪
被
害

者
の
支
援
、消
費
生
活
相
談
、交
通
安
全
運
動
、

空
き
地
・
空
き
家
対
策
の
調
整

▽
消
防
防
災
担
当

災
害
対
策
、消
防
・
消
防
団
、国
民
保
護

○
人
権
政
策
課
の
組
織
変
更

消
費
生
活
相
談
な
ど
に
関
す
る
業
務
を「
安
全

安
心
課
」に
移
管
す
る
こ
と
に
伴
い
、人
権
担
当
と

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
担
当
を
統
合
し
、「
人

権
男
女
共
同
参
画
担
当
」と
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、人
権
に
関
す
る
業
務
の
窓
口
を
、

男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー「
じ
ょ
な
さ

ん
」に
変
更
し
ま
す
。

※
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
場
所

は
、光
町
１
ー
73
か
ら
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

○
道
路
防
災
課
の
名
称
を
道
理
管
理
課
へ

消
防
防
災
担
当
を「
安
全
安
心
課
」に
移
管
す
る

こ
と
に
伴
い
、道
路
防
災
課
の
名
称
を「
道
路
管
理

課
」に
変
更
し
ま
す
。

安全安心課を新設　平成26年度機構改革
行政管理課 企画担当　☎（584）1111　F（584）1145

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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市
教
育
委
員
会
は
、図
書
館
法
に
基
づ
く
協

議
会
を
設
置
し
、図
書
館
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
読
書
活
動
の
推
進
な
ど
に
関
す
る
審
議
を
依
頼

し
て
い
ま
す
。広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い

く
た
め
、こ
の
協
議
会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

対
象　

平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
、満
年
齢
が
20

歳
以
上
の
市
民（
現
在
、市
の
附
属
機
関
な

ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
を
除
く
）

任
期　

７
月
１
日
〜
平
成
28
年
６
月
30
日（
２
年

間
）

開
催
回
数　

年
３
回
程
度

報
酬　

会
議
出
席
１
回
当
た
り
６
５
０
０
円（
別

途
、費
用
弁
償
と
し
て
１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　

２
人

選
考
方
法　

書
類
審
査

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法　

４
月
20
日
㈰（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

市
教
育
委
員
会
指
定
の
申
込
書（
応
募
要

領
に
備
え
付
け
）と
小
論
文
１
２
０
０
字

以
内（
テ
ー
マ「
こ
れ
か
ら
の
公
共
図
書
館

に
求
め
る
も
の
」）を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

※
応
募
要
領
は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手

す
る
か
、市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）に
置
い
て
い
ま
す
。な
お
、

配
布
期
間
は
、４
月
１
日
㈫
か
ら
20
日
㈰
ま
で

で
す
。

応
募
先　

春
日
市
民
図
書
館（
〒
816
ー
０
８
３
１

大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）

春日市図書館協議会の市民委員を募集
社会教育課 図書館担当　☎（584）4646　F（584）3900

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
で
構

成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム「
じ
ょ

な
さ
ん
ク
ラ
ブ
」と
協
力
し
て
、男
女
共
同
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
は
、セ
ン
タ
ー
が
行
う

事
業
の
企
画
と
イ
ベ
ン
ト
の
補
助
で
す
。毎
年

た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
生
き

生
き
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
社
会
で
も
地
域
で
も
共
に
活
躍
す
る

社
会
を
目
指
し
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
方
法　

４
月
18
日
㈮
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
な
ど
の
連
絡

先
を
伝
え
る

申
込
先　

人
権
政
策
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担

当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.fukuoka.jp

「じょなさんクラブ」会員募集
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

△企画について話し合う会員たち

電
話
お
願
い
手
帳
は
、耳
や
言

葉
の
不
自
由
な
人
が
、外
出

先
な
ど
で
周
囲
の
人
に
電
話
連
絡
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
き
に

利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
速
達
便
は
、フ
ァ
ッ
ク

ス
を
簡
単
に
使
う
た
め
の
送
信
用
紙

で
す
。

　

こ
の
手
帳
と
速
達
便
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ

が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
発

行
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
各
支
店
や
地
方
公

共
団
体
、福
祉
団
体
な
ど
を
通
じ
て

無
料
で
配
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

市
福
祉
支
援
課
窓
口（
市
役
所
１
階
）

に
も
置
い
て
あ
り
、必
要
な
人
は
自

由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
手
帳
を
持
っ
た
人
が
困
っ
て

い
た
ら
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご協力を　「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111　F（584）3090
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春
日
市
環
境
保
全
活
動
事
業
の
補
助
金
を

希
望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。自
主

的
な
環
境
保
全
活
動
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

対
象
と
な
る
団
体　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

団
体

▽
良
好
な
環
境
の
保
全
、創
造
の
た
め
の
活
動

を
行
う

▽
活
動
が
市
内
を
中
心
に
行
わ
れ
、ま
た
市
内

に
事
務
を
行
う
場
所
が
あ
る

▽
規
約
な
ど
が
あ
り
、事
業
の
執
行
お
よ
び
経

理
を
的
確
に
行
え
る

▽
団
体
が
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
、代
表
者
が

い
る

▽
補
助
対
象
事
業
の
財
源
と
し
て
、本
補
助
金

以
外
の
収
入
を
有
す
る

▽
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、営
利
活
動
を
目
的

と
し
な
い

▽
次
に
掲
げ
る
団
体
に
該
当
し
な
い

ア　

暴
力
団

イ　

暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
と
親
密
な
関

係
を
有
す
る

対
象
活
動　

春
日
市
環
境
基
本
計
画
に
沿
っ

た
、次
の
い
ず
れ
か
の
活
動

▽
さ
わ
や
か
な
空
気
の
確
保

▽
静
け
さ
の
確
保

▽
き
れ
い
な
水
の
確
保

▽
水
辺
環
境
の
整
備
、活
用

▽
ま
ち
の
み
ど
り
の
創
出

▽
弥
生
の
里
の
面
影
を
残
す
環
境
資
源
の
保
全

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
ご
み
の
発
生
回
避

▽
資
源
の
循
環
的
利
用
の
実
践

▽
ご
み
の
不
適
正
処
分
、不
法
投
棄
の
防
止

▽
隣
人
を
思
い
や
る
生
活
活
動
の
実
践

▽
環
境
教
育
・
学
習
推
進
体
制
の
整
備
と
参
加

▽
環
境
に
関
す
る
知
恵
を
伝
え
る

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
、活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

対
象
期
間　

交
付
決
定
を
受
け
た
日
〜
平
成
27

年
３
月
31
日

申
請
方
法　

４
月
30
日
㈬
ま
で
に
、申
請
書
と

提
出
資
料
を
窓
口
に
提
出
す
る

補
助
上
限
額　

30
万
円

※
申
請
書
お
よ
び
提
出
資
料
な
ど
は
、環
境
課

窓
口（
市
役
所
３
階
）ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費
な
ど
に
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。申
請
を
行
う
際
は
、事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

環境保全活動を支援します
環境課 環境計画担当　☎（584）1111　F（584）1147

△平成25年度は3団体を補助
　（写真は生ごみコンポストでの堆肥づくり）

こ
の
予
防
接
種
は
、高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
菌
の
う

ち
最
も
多
い
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
を
予
防
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。接
種
を
希
望
す
る
人
は
、早
め
の
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

５
年
間
成
人
用
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い

高
齢
者
に
は
、市
が
、接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。希
望
す
る
人
は
、接
種
す
る
前
に
必
ず
市
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
予
防
接
種
は
今
秋
以
降
、予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
予
防
接
種
に
な
る
予
定
で
す
。詳
細
は
未
定
で

す
が
、そ
の
際
、接
種
対
象
者
が
制
限
さ
れ
、そ
れ
以
降
は

助
成
を
受
け
て
の
接
種
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

対
象　

春
日
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
70
歳
以
上
の
人
で
、

過
去
５
年
以
内
に
こ
の
予
防
接
種
を
し
て
い
な
い

人

期
間　

平
成
26
年
９
月
30
日
㈫
ま
で（
予
定
）

助
成
額　

５
０
０
０
円

※
助
成
金
は
、市
が
直
接
、医
療
機
関
に
支
払
い
ま
す
。接

種
を
受
け
る
人
は
、医
療
機
関
で
自
己
負
担
金
分（
医
療

機
関
に
よ
り
異
な
る
）を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

健
康
課（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
内
）ま
た
は
高
齢
課（
市
役
所
１
階
）で
申
請
書

に
記
入
す
る

※
同
居
で
な
い
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

接
種
方
法　

市
が
発
行
す
る
決
定
書
を
準
備
の
上
、必
ず

医
療
機
関
に
予
約
を
す
る

※
接
種
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
直
接
、医
療
機
関
に
お

願
い
ま
す
。

高齢者の成人用肺炎球菌予防接種（助成）は事前申請を
健康課 健康増進担当　☎（501）1134　F（501）0051
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近
年
、社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
持

ち
去
り
を
抑
止
す
る
た
め
、４
月

以
降
に
販
売
す
る｢

び
ん
・
カ
ン｣

と｢
陶
器
・
金
属
類｣

の
ご
み
袋
に
、

「
持
ち
去
り
禁
止
」の
文
言
を
表
示

し
ま
す
。

　

な
お
、価
格
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、平
成
18
年
度
以
降
に

購
入
し
た
ご
み
袋
で
あ
れ
ば
従
来

ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

燃えないごみ袋に｢持ち去り禁止｣を表示
ごみ減量推進課 ごみ減量担当　☎（584）1111　F（584）1147

市
域
最
南
部
の
区
域
に
定
め
て
い

る「
南
部
白
水
地
区
地
区
計
画
」

に
つ
い
て
、計
画
図
の
一
部
を
変
更
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、同
地
区
計
画
の
内
容

に
変
更
が
生
じ
る
た
め
、そ
の
原
案
を

縦
覧
し
、意
見
書
の
提
出
も
受
け
付
け

ま
す
。

都
市
計
画
の
種
類　

福
岡
都
市
計
画
南

部
白
水
地
区
地
区
計
画

縦
覧
期
間　

４
月
３
日
㈭
〜
16
日
㈬

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
計
画
担
当

（
市
役
所
３
階
）

意
見
書
提
出
期
間　

４
月
17
日
㈭
〜
23

日
㈬

※
縦
覧
と
意
見
書
提
出
は
、平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
。

意
見
書
提
出
先　

都
市
計
画
課
計
画
担

当

南部白水地区　地区計画を変更します
都市計画課 計画担当　☎（584）1111　F（584）1143

次
に
該
当
す
る
人
は
、届

け
出
が
必
要
で
す
。

○「
会
社
を
退
職
し
た
」「
健
康

保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
」

人
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

を
任
意
継
続
す
る
か
、国
民

健
康
保
険（
以
下「
国
保
」）に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。国
保
を
選
択
す
る
場
合

は
、健
康
保
険
資
格
喪
失
日

以
降
に
市
役
所
で
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、国
保
の
加
入
手
続

き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、国

保
税
は
加
入
資
格
が
発
生
し

た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課

税
さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
に
つ
い
て
は
、

加
入
し
て
い
た
健
康
保
険

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
健

康
保
険
の
資
格
喪
失
証
明

書
な
ど

▽
印
鑑

※
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

○「
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
」「
健
康
保
険

な
ど
の
扶
養
に
入
っ
た
」人

国
保
に
加
入
し
て
い
る
場

合
は
、資
格
喪
失
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※
健
康
保
険
な
ど
の
資
格
が

発
生
し
た
日
以
降
に
国
民

健
康
保
険
証
で
受
診
し
た

場
合
に
は
、医
療
費
の
返

還
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
国
保
保
険
証

▽
新
し
く
加
入
し
た
健
康
保

険
証

▽
印
鑑

※
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

○「
国
保
に
加
入
中
で
就
学
の

た
め
市
外
に
転
出
す
る
」人

学
生
が
市
外
に
転
出
す
る

場
合
は
、春
日
市
の
国
保
に

引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、市
役
所
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。

※
学
生
本
人
の
収
入
で
生
計

を
維
持
し
て
い
る
場
合
は

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

▽
在
学
証
明
も
し
く
は
合
格

通
知
書
な
ど

▽
印
鑑

国民健康保険の加入・喪失手続きはお早めに
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

持ち去り禁止
を表示

同
地
区
計
画
が
目
指
す
も
の

▽
ゴ
ル
フ
場
と
東
浦
・
西
浦
地
区
の
一

部
に
計
画
的
開
発
を
誘
導
し
、残
さ

れ
た
自
然
を
有
効
に
活
用
す
る

▽
良
好
な
低
層
住
宅
地
と
広
域
商
圏
も

視
野
に
入
れ
た
郊
外
型
商
業
地
を

形
成
す
る

▽
乱
開
発
の
進
行
の
抑
止
・
乱
開
発
地

に
お
け
る
損
な
わ
れ
た
緑
の
回
復

な
ど
の
環
境
改
善
を
行
う

← →
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国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
は
、毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。平
成
26
年

度
分（
平
成
26
年
４
月
〜
27
年
３
月
）の
申

請
は
４
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、平
成
25
年
度
分（
平
成
25
年
４
月

〜
26
年
３
月
）の
申
請
期
限
は
、平
成
26
年

４
月
30
日
ま
で
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
、年
金
手
帳
、印
鑑（
代

理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
必

要
）

○
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

本
来
、年
金
は
最
低
25
年
納
め
な
け

れ
ば
受
給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

な
ど
の
条
件
を
満
た
す
と
き
に
、学
生

本
人
が
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、

一
定
期
間
、保
険
料
の
納
付
義
務
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
、

万
が
一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
に
必
要
な

受
給
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
先　

国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役

所
１
階
）

国民年金　学生納付特例の申請はお早めに
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141

近
年
、自
転
車
乗
用
中
の
事
故
が
増
え
て
お

り
、一
人
一
人
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
を
利
用
す
る
際
は
ル
ー
ル
を
守
り
、正

し
く
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▽
ブ
レ
ー
キ
を
確
か
め
よ
う

基
準
に
適
合
し
た
ブ
レ
ー
キ
を
備
え
な
い

自
転
車
が
運
転
さ
れ
て
い
る
場
合
、警
察
官
は

そ
の
自
転
車
の
ブ
レ
ー
キ
を
検
査
し
た
り
、ブ

レ
ー
キ
の
整
備
や
運
転
継
続
の
禁
止
を
命
令
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、５
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

▽
自
転
車
は
左
側
走
行

自
転
車
は
、道
路
交
通
法
で
は
軽
車
両
で
、車

道
通
行
が
原
則
で
す
。路
側
帯
を
通
行
す
る
場

合
は
、道
路
の
左
側
に
あ
る
路
側
帯
を
走
行
す

る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、３
カ
月
以
下
の

懲
役
ま
た
は
５
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。

自転車のルールを守りましょう
安全安心課 防犯安全担当　☎（584）1111　F（584）1143

自転車無灯火街頭指導を実施
　市は、2月28日㈮、昨年に続き、春日北中学校区で地区自治会・筑紫野警察署・交通安全指導員と合同で自転車無
灯火街頭指導を行いました。
　夜間の無灯火運転は大変危険です。必ずライトをつけて運転しましょう。

自転車無灯火実態調査

日時　2月28日㈮　午後8時～8時30分
場所　サンビオ、岡本、須玖北、桜ヶ丘、日の出
天気　曇り
調査員　地元自治会18人、交通安全指導員

11人、職員5人、筑紫野警察署署員7人

通過自転車台数 灯火台数 無灯火台数 指導者数

221台 169台 52台 43人

■調査結果
　無灯火率　23.5％（昨年度は29.5％）

路
側
帯

車

　道

路
側
帯

歩

　道

歩

道

左側 右側
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生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

は
、狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、市
へ
の
犬

の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。犬
の
健
康
状

態
を
確
認
し
て
、必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
市
へ
の
登
録

　

飼
っ
て
い
る
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と

き
や
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、市
へ
の
登
録
が

な
い
と
、飼
い
主
を
探
し
出
す
こ
と
は
困
難

で
す
。

　

市
に
登
録
す
る
と
、鑑
札
を
交
付
し
ま
す
。

こ
れ
を
犬
の
首
輪
な
ど
に
付
け
て
い
る
と
、

飼
い
主
を
探
し
や
す
く
な
り
安
心
で
す
。

登
録
料　

１
頭
３
０
０
０
円

○
狂
犬
病
予
防
注
射

　

狂
犬
病
は
、人
を
含
む
全
て
の
哺
乳
類

が
感
染
す
る
病
気
で
、発
症
す
れ
ば
、ほ
ぼ

１
０
０
％
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
感
染
症
で

す
。４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、市
内
各
地
で

狂
犬
病
予
防
集
団
注
射
を
実
施
し
ま
す
。集

団
注
射
会
場
ま
た
は
、か
か
り
つ
け
動
物
病

院
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金　

１
頭
３
１
５
０
円

※
平
成
26
年
４
月
か
ら
予
防
注
射
手
数
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。お
つ
り
が
い

ら
な
い
よ
う
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
動
物
病
院
の
場
合
は
料
金
が
異
な
り
ま

す
。

日
時
・
場
所　

左
表
の
と
お
り（
雨
天
決
行
）

集
団
注
射
を
受
け
る
際
の
注
意

▽
狂
犬
病
予
防
注
射
申
込
書
の
問
診
欄
を
事

前
に
記
入
し
、必
ず
持
参
す
る

▽
首
輪
を
し
っ
か
り
つ
け
、犬
を
制
御
で
き

る
大
人
が
、必
ず
会
場
ま
で
犬
を
連
れ
て

く
る
。か
み
つ
く
恐
れ
の
あ
る
犬
や
攻
撃

的
な
犬
に
は
口
輪
を
着
け
る

▽
犬
の
体
調
な
ど
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

注
射
を
受
け
る
前
に
、必
ず
獣
医
師
に
相

談
す
る

▽
死
亡
・
譲
渡
な
ど
記
載
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
知
ら
せ
る

※
犬
の
病
気
や
体
調
異
常
、飼
い
主
に
よ
る

制
御
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、予
防
接

種
を
保
留
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに
環境課 生活環境担当　☎（584）1111　F（584）1147

日時 場所 時間
4月
22日
㈫

昇町地区公民館 午前 ９時20分～10時15分
白水池地区公民館 午前10時30分～11時30分
ちくし台地区公民館 午後  1時20分～  2時20分
下白水北地区公民館 午後  2時40分～  3時30分

23日
㈬

平田台地区公民館 午前  9時20分～10時20分
惣利地区公民館 午前10時35分～11時30分
塚原台地区公民館 午後  1時20分～  2時10分
松ヶ丘地区公民館 午後  2時25分～  3時25分

24日
㈭

大和町地区公民館 午前  9時10分～  9時40分
大谷地区公民館 午前  9時55分～10時30分
小倉地区公民館 午前10時45分～11時30分
下白水南地区公民館 午後  1時20分～  2時20分
泉地区公民館 午後  2時35分～  3時35分

25日
㈮

桜ヶ丘地区公民館 午前  9時10分～  9時50分
日の出町地区公民館 午前10時  5分～10時35分
弥生地区公民館 午前10時50分～11時30分
天神山地区公民館 午後  1時20分～  2時30分
白水ヶ丘地区公民館 午後  2時45分～  3時35分

日時 場所 時間

5月
16日
㈮

春日公園地区公民館 午前  ９時10分～  9時30分
紅葉ヶ丘地区公民館 午前  9時50分～10時45分
大土居地区公民館 午前11時       ～11時30分
上白水地区公民館 午後  1時20分～  2時45分
若葉台東地区公民館 午後  3時  5分～  3時35分

19日
㈪

光町地区公民館 午前  9時20分～  9時40分
宝町地区公民館 午前  9時50分～10時20分
春日地区若水会館
（旧春日地区公民館） 午前10時40分～11時30分

須玖北地区公民館 午後  1時20分～  2時
ふれあい文化センター第
２駐車場（市民図書館下）午後  2時20分～  3時30分

20日
㈫

千歳町地区公民館 午前  9時10分～  ９時35分
岡本地区公民館 午前  9時55分～10時30分
須玖南地区公民館 午前10時45分～11時30分
若葉台西地区公民館 午後  1時20分～  2時15分
春日原地区公民館 午後  2時35分～  3時35分

※雨天時も実施します。
※住んでいる地区以外の会場でも受けることができます。

■狂犬病予防注射日程

散歩のマナーを守りましょう
　犬の飼い方をめぐって一番多い苦情は、ふんと尿に関するものです。散歩の途中、ふんをしたら必ず持ち帰り、自宅で処理を
しましょう。犬のふんの放置はとても不快なものです。これが原因で犬嫌いになる人もいます。ビニール袋を持って散歩に出
掛ける習慣を身に付けましょう。
　尿をさせる場所も迷惑にならないようなところを選び、ペットボトルなどに入れて持参した水で必ず流しましょう。
　また、社会には犬が好きな人もいれば、怖いと思う人もいます。散歩の際は必ず手綱でつないでください。
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放課後児童クラブ（学童保育）　夏季季節学童保育の利用申請の開始

　放課後児童クラブは、保護者が就労などで昼間自宅
にいない家庭の子どもたちが、放課後を安全で楽しく過
ごせるよう、市が設置し、指定管理者が管理・運営を行っ
ている施設です。
　平成26年度の小学校夏季休業期間（夏休み）中にお
ける夏季季節学童保育を実施しますので、利用を希望
する人は、利用申請書を次の場所で受け取り、提出して
ください。
　なお、冬季、春季3月季節学童保育の受け付けも同時
に行っています。
対象　市内の小学校に通う小学生
※原則、1日4時間以上保護者が家庭に不在となる日が
日曜日以外に16日以上ある場合に限ります。
実施期間　小学校の夏季休業期間（夏休み）
利用料金
▷利用料金　1万2000円
▷間食費　3000円

※別途、保険料800円が必要です。
延長保育利用料金　
▷月極　2000円
▷１回　200円
※利用料金などは前納です（延長保育料金を除く）。
※保険料について、平成26年度中に一度納めた人は、
必要ありません。
※利用料金については、兄弟姉妹割引があります。
受付期間　5月31日㈯まで
※各クラブ定員に達していない場合に限り、6月30日㈪
まで受け付けます。
申請書配付場所・問い合わせ先　NPO法人子ども未

来ネットワーク春日　事務局（昇町3ｰ105）
☎（581）1906
F（581）1966

※月～金曜日は午前9時～午後6時
※土曜日は午前8時～午後4時（日曜日、祝日は休み）

平
成
26
年
１
月
31
日
付
け
で
公

表
さ
れ
た
平
成
25
年
全
国
消

費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
を
踏
ま

え
、本
年
４
月
以
降
の
児
童
扶
養
手

当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額

が
、左
表
の
と
お
り
０
・
３
％
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。

４月から児童扶養手当・特別児童扶養手当の手当額が改定
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111　F（584）1115

平成26年3月まで 平成26年4月から

児童扶養手当
全部支給（月額） 4万1140円 4万1020円

一部支給（月額） 4万1130円～9710円 4万1010円～9680円

特別児童扶養手当
重度（1級）（月額） 5万50円 4万9900円

中度（2級）（月額） 3万3330円 3万3230円

■児童扶養手当・特別児童扶養手当額

土
地
と
建
物
の
所
在
や

地
番
、地
目
、面
積
、評

価
額
な
ど
を
掲
載
し
た
帳
簿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

市
内
に
土
地
や
家
屋

を
所
有
し
、そ
の
固

定
資
産
税
を
納
付
し

て
い
る
人

※
個
別
の
課
税
台
帳
は
、借

地
・
借
家
人
な
ど
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
30
日

㈬
の
平
日

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時

場
所　

税
務
課
資
産
税
担
当

（
市
役
所
１
階
）

持
っ
て
く
る
も
の　

身
分

証
明
書（
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な

ど
）、賃
貸
借
契
約
書

（
借
地
・
借
家
人
の
場

合
）、所
有
者
の
委
任

状（
代
理
人
の
場
合
）

※
固
定
資
産
税
の
第
１
期
納

期
限
は
４
月
30
日
㈬
で

す
。４
月
中
旬
に
納
税
通

知
書
を
発
送
し
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

固定資産税の帳簿を縦覧できます
税務課 資産税担当　☎（584）1111　F（584）1141
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若葉台東地区

「子ども110番の家」駆け込み訓練
　若葉台東地区は、地区内に小・中学校があるため、地域住民が参加して、ワーク
ショップ「安心・安全な通学路づくり」を行うなど、地域ぐるみで子どもの安全を
守る取り組みに力を入れています。
　市内でも児童に対する不審者による声掛けが後を絶たないことから、2月 23日、

「子ども 110番の家駆け込み訓練」を
行いました。
　訓練は、若葉台東地区自治会の企画によるもので、今

いまいずみ

泉重
しげとし

敏さん（福
岡県安全 ･安心まちづくりアドバイザー）と筑紫野警察署も全面協力。
多数の住民が見守る中、不審者に声を掛けられた子どもが子ども 110番
の家に駆け込み、住人が警察に通報し逮捕されるまでの訓練を、本番さ
ながらに行いました。
　また、いざというときに声が出せるようにと「子ども大声出し訓練」
も実施。子どもたちは、音量測定器に向かって、大きな声を出していま
した。

△多くの地域住民が見守る中、駆け込み訓練を
実施

△子ども 110番の家に駆け込み助け
を求める子どもたち

こころ「い・き・い・き」　みんなが「え・が・お」

こころの健康づくり講演会・男女共同参画フェスタ
　こころの健康づくり講演会・男女共同参画フェスタを、3月 1日、ふれあい文化センター
で行いました。
　スプリングホールでの上映会では、市民から「あなたがしあわせを感じるとき」をテー
マに募集した写真や絵画を、春日市男女共同参画推進のテーマソング「男

ひ と

女のち・か・ら」
に乗せ上映。生き生きと輝く市民の姿が、スクリーンに大きく映し出されました。
　続いて、テレビやラジオのコメンテーターとしても活躍中の名

なこ し

越康
やすふみ

文さん（精神科医）
が、「～心のデトックス～　心がフッと軽くなる瞬間の心理学」と題し講演。「心と
は自分ではなく隣人と捉え、付き合っていくことが大切」、「怒りは対象にあるので
はなく、自分の心の中にある」など、心の持ちようの大切さを説明。また、「怒り、
欲、執着」は、心身の不調やストレス、免疫力低下を招くと警告。「怒りを感じた
ら、ふーっと長めに息を吐いて。心の中で、私は今怒っています、と３回つぶやい
て」など、心を落ち着かせる方法も伝授しました。参加した市民は、講師のアドバ
イスにうなずいたりメモを取ったりと、真剣に聞き入っていました。
　また、ギャラリーでは、公募した写真や絵画、関連図書の展示なども行い、多く
の市民が見入っていました。

◁
講
演
を
行
う
名
越
さ
ん

△「あなたがしあわせを感じるとき」
のテーマで募集した写真・絵画に見
入る来場者
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春日西小学校

日本食・食文化魅力発信プロジェクト
３月７日、春日西小学校で、日本食・食文化魅力発信プロジェクト（農林

水産省「和食給食推進事業」）が行われました。当日は、和食料理人の佐
さ と う

藤　
幹
かん

さんが来校し、しらうおとあごだしのお吸物など、博多にちなんだ食材を
使った献立を栄養教諭と練り上げ、調理員と一緒に調理しました。５年２組

の児童たちは、出来上がった料理を佐藤さんと楽しく試食。「給食のメニューの中ではカレー
が好きだけれど、今日の給食は普段食べない内容でおいしかった。これからも和食を食べたい」
と子どもたちは大絶賛でした。試食後は、５年生を対象に和食の大切さについて講話。佐藤さ
んは、「和食とは長い年月をかけて作られてきたものであり、日本の文化。旬の食材から四季
を感じ、五感を使って食し、後世に伝えていくことが大切」と子どもたちに話しました。

◁
和
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演

す
る
佐
藤
さ
ん

第 22回公募日本習字展

篠原さん、稲田さんが入賞
国内外から9万6240点の応募があった「第22回公募日本習字展」

（公益財団法人日本教育財団主催）で、篠
しのはら

原梨
り お

央さん（白水小 4年）
が毛筆部門の全国都道府県教育長協議会賞を、稲

い な だ

田咲
さ く ら

良さん（春日小
5年）が硬筆部門の全国連合小学校長会長賞を受賞しました。
受賞に当たって篠原さんは、「力のはねの部分が難しかった。受賞

を聞いたときはとても嬉しかった」、稲田さんは、「今までなかなかい
い賞が取れなかったので、本当に嬉しい」と喜びを語りました。

◁（
右
か
ら
）
篠
原
さ
ん
、
稲
田
さ
ん

小・中学校作文コンクール

春日東中 4人が入賞、学校優秀賞授賞
　第49回「JA共済」小・中学校作文コンクールで、春日東中学校の朝

あさなべ

鍋悠
ゆ う か

花さん（1
年）が最優秀賞の福岡県知事賞を、上

うえむら

村尚
なおゆき

之さん（1年）、興
こうろき

梠朝
あ さ か

香さん（2年）、
古
こ

賀
が

七
な な ほ

星さん（2年）が優秀賞を受賞しました。また、同校には学校賞として優
秀賞が授与されました。
　このコンクールは、県内の小・中学生を対象に、「自由題」で、全国共済農業
協同組合連合会福岡県本部が募集したもの。最優秀賞を受賞した朝鍋さんは、「笑
顔からもらった勇気」の題で、豪雨災害の被害を受けながらも前向きに生きる星
野村の人との出会いについて書きました。また、優秀賞の上村さんは「学びとなったお手伝い」、興梠さんは ｢何気な
い出来事でも・・｣、古賀さんは「伝えること」の題で、それぞれ自身が日常生活の中で感じた思いを作文にしました。
　2月 28日、受賞報告のため市役所を訪れた古

ふるさわ

澤校長と生徒たちに対して、市長は「自分の気持ちを振り返りながら、
分かりやすく書いていて素晴らしいですね。読んでいてとても温かい気持ちになりました」と話しました。

△（前列左から）朝鍋さん、上村さん、 
興梠さん、古賀さん

　（後列左から）井上市長、古澤校長

※学年は受賞当時

※学年は受賞当時

△和食給食おしながき
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イ
ベ
ン
ト

お
宝
文
化
人

第
６
回「
さ
く
ら
会
」福
祉
演
芸
会

　

お
宝
文
化
人
の
芸
能
部
門
で
活
動
し

て
い
る
人
で
作
る「
さ
く
ら
会
」が
、福

祉
演
芸
会
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
演
芸
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

４
月
18
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
40
分
頃

（
開
場
／
午
後
１
時
）

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
大
会
議
室（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

内
容　

お
笑
い
芸
、民
謡
、マ
ジ
ッ
ク
、

博
多
仁
和
加
、安
来
節（
ど
じ
ょ

う
す
く
い
）、日
舞
お
て
も

や
ん
、三
味
線
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

さ
く
ら
会
事
務
局　

谷た
に

☎（
５
７
４
）０
２
９
５（
F
兼
用
）

か
す
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
社
協

リ
ユ
ー
ス
し
よ
う

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、地
域

福
祉
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
と

し
て
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

何
で
も
エ
コ
の
時
代
で
す
。フ
リ
マ

で
安
く
、賢
く
、掘
り
出
し
物
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、食
品
バ
ザ
ー
や
お
楽
し
み
イ

ベ
ン
ト（
午
後
）も
開
催
予
定
で
す
。気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋

内（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

出
店　

40
区
画

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８ 

ス
ポ
ー
ツ

温
水
プ
ー
ル

年
間
子
ど
も
教
室

　

無
料
体
験
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
キ
ッ
ズ
Ｂ

　

水
慣
れ
か
ら
徐
々
に
泳
ぎ
の
習
得

を
し
て
い
き
ま
す
。

対
象　

３
歳
以
上
の
幼
児

日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
４
時
〜
５
時

○
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

　

基
礎
体
力
作
り
と
し
て
の
水
泳
を

目
的
と
し
、ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
を
き

れ
い
な
フ
ォ
ー
ム
で
泳
ぐ
こ
と
を
目

標
と
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生

日
時　

毎
週
火
・
金
・
土
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

○
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ

　

ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
を
き
れ
い
な

フ
ォ
ー
ム
で
泳
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
、平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
指
導
も

行
い
ま
す
。

対
象　

小
学
生

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
６
時
40
分
〜
７
時
40
分

会
費

▽
会
員
登
録
料　

３
２
４
０
円（
初
回

の
み
）

▽
月
会
費

　

週
１
回　

４
５
４
０
円

　

週
２
回　

６
４
８
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
温
水

プ
ー
ル

☎（
９
１
５
）３
５
０
０

F（
９
１
５
）１
０
０
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
水
泳
教
室

き
れ
い
に
泳
ご
う

　

ベ
テ
ラ
ン
の
コ
ー
チ
が
、ク
ラ
ス
別

に
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と
保

護
者（
祖
父
母
も
可
）

日
時　

５
月
18
日
㈰
、25
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

無
料

※
プ
ー
ル
使
用
料
は
、個
人
負
担
で
す
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
27
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
水
泳

連
盟　

籾も
み
い井

☎（
５
７
４
）０
２
３
５（
F
兼
用
）

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

　

社
会
人
の
初
心
者
と
初
級
者
を
対
象

と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で
す
。

○
午
前
の
部

日
時　

４
〜
10
月
の
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２

階
競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

○
午
後
の
部

日
時　

４
〜
10
月
の
毎
週
金
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム（
大
谷

６
ー
28
）

受
講
料　

月
額
２
１
６
０
円（
別
途
、保

険
料
１
８
５
０
円
が
必
要
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

春
日
イ
ー

グ
ル
ス

☎（
５
９
５
）５
１
９
７

F（
５
８
６
）９
０
６
６

レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

初
心
者
教
室
生
募
集

　

市
内
に
住
む
女
性（
学
生
を
除
く
）で

初
心
者
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。

期
日　

５
月
13
日
㈫
〜
６
月
10
日
㈫
の

毎
週
火
・
水
曜
日（
５
月
20
日
㈫

を
除
く
計
８
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

２
０
０
０
円（
別
途
、ス
ポ
ー

ツ
障
害
保
険
料
８
０
０
円
が
必

要
）

定
員　

20
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

運
動
し
や
す
い
服

装
、上
靴
、ラ
ケ
ッ
ト

申
込
方
法　

５
月
１
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、年
齢
、生
年
月

日
、ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　

羽は
あ
り有
み
ど

り（
〒
816
ー
０
８
７
４
大
和
町

５
ー
１
ー
１
ー
５
０
４
）

☎（
５
７
２
）２
９
１
２（
F
兼
用
）

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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福　

祉

参
加
者
募
集

障
が
い
者
水
泳
教
室

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
身
体
障
が

い
者
・
知
的
障
が
い
者

日
程　

４
月
24
日
㈭
〜
平
成
27
年
３
月

26
日
㈭
の
毎
月
第
２・
第
４
木

曜
日（
計
23
回
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、４
月
17
日

㈭
に
面
談
を
し
ま
す（
都
合
に
よ
り

日
程
を
変
更
す
る
場
合
あ
り
）。

時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

市
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

無
料（
別
途
、毎
回
プ
ー
ル
利

用
料
２
１
０
円
が
必
要
）

定
員　

30
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、初
め
て
参
加
す

る
人
を
優
先
し
て
抽
選
し
ま
す
。

申
込
方
法　

４
月
10
日
㈭
ま
で
に
、申

込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を
提

出
す
る

※
申
込
書
は
、福
祉
支
援
課（
市
役
所
１

階
）ま
た
は
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館（
小
倉

３
ー
２
４
２
ー
１
）に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課

障
が
い
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉

を
守
り
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、子
ど

も
の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に

関
し
て
、弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時

▽
昼
間
の
相
談

　

４
月
２
日
㈬
、５
月
７
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談

４
月
９
日
㈬
、23
日
㈬
、５
月
14
日

㈬
、28
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６

階
）

相
談
時
間　

約
30
分

定
員　

１
日
４
人

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト（

http://fukuoka-kenb 
oren.jp/legal

）を
見
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
26
年
度
福
祉
会
員
募
集

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、福
祉

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
、地
域
福
祉
活
動
や
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
の
た
め
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
、ぜ
ひ
加
入
を
お
願

春
日
市
弓
友
会

初
心
者
弓
道
教
室

　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
18
歳

以
上
の
人
で
、初
心
者
を
対
象
と
し
た

弓
道
教
室
で
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈯
〜
６
月
14
日
㈯
の

毎
週
水
・
土
曜
日

時
間

▽
水
曜
日　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

▽
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
弓
道

場（
大
谷
６
ー
28
）

参
加
費　

５
０
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

※
弓
道
用
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番

号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

西に
し
む
ら村

　

久ひ
さ
こ子（
〒
816
ー
０
８
２
４
小

倉
２
ー
78
）

☎（
５
７
１
）１
８
７
５

い
し
ま
す
。

会
費（
一
口
）

▽
一
般
会
員　

１
２
０
０
円

▽
法
人
会
員　

５
０
０
０
円

▽
賛
助
会
員　

１
万
円

▽
特
別
会
員　

３
万
円

※
何
口
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
方
法　

会
費
を
持
参
し
、申
し
込

む（
郵
便
振
込
可
）

申
込
先

▽
各
地
区
公
民
館

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ナ
ギ
の
木
苑
」

（
星
見
ヶ
丘
１
ー
７
）

▽
同
協
議
会（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉

課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
初
級
夜
間
講
習
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
ま
た
は
寡

婦
の
自
立
促
進
の
た
め
の「
パ
ソ
コ
ン

初
級（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）」講
習
会
で
す
。

対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
、父
ま
た

は
寡
婦
で
、求
職
し
て
い
る
ま

た
は
転
職
を
希
望
し
て
い
る
人

期
間　

５
月
13
日
㈫
〜
28
日
㈬
の
平
日

（
10
日
間
）

時
間　

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　

無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代（
未
定
）は
自
己
負
担
で

す
。

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
、少
数
の
場
合
は
中
止

の
可
能
性
あ
り
）

託
児　

１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
要
予

約
）

申
込
方
法　

４
月
23
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、所
定
の
申
込
書
を
郵
送
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
、市
こ
ど
も
未
来
課
ま
た

は
同
セ
ン
タ
ー
、同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://fukuoka-
kenboren.jp/

）で
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会　

母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３
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子
育
て

利
用
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も一時
預
か
り
事
業

　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、子
ど

も
一
時
預
か
り
事
業「
お
お
き
く
な
〜

れ
！
」を
行
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
を
連

れ
て
参
加
で
き
な
い
行
事
や
買
い
物
、

通
院
な
ど
で
困
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。ほ
っ
と
一
息
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時

間
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　

福
祉
会
員
加
入
者
の
乳
幼
児

（
生
後
満
６
カ
月
以
上
の
未
就

学
児
）

日
時　

毎
月
第
２
、第
４
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

利
用
料　

１
回
１
０
０
０
円（
初
回
無

料
）

定
員　

１
回
10
人
ま
で

※
事
前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、福
祉
会
員
未
加
入
者
は
、そ

の
場
で
加
入
で
き
ま
す（
年
会
費

１
２
０
０
円
）。

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

講
演
講
座

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
で
、ウ
ト
グ
チ

の
ぼ
り
窯
の
歴
史
を
学
び
、や
き
も
の

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈯

▽（
午
前
の
部
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分

▽（
午
後
の
部
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費（
材
料
費
）　

粘
土
５
０
０
ｇ
当

た
り
３
０
０
円

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
10
日
㈭
〜
５
月
９
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
窓
口

の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
、希
望
時
間
を
伝

え
る

※
申
し
込
み
は
、参
加
者
本
人
ま
た
は

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会

総
会・講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害
者
と
そ
の
家

族
の
健
康
、生
活
に
関
す
る
相
談
や
核

兵
器
廃
絶
と
平
和
の
大
切
さ
を
広
く

継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、総
会

と
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま

す
。参
加
は
無
料（
昼
食
あ
り
）で
す
。

　

ま
た
、同
会
の
新
規
会
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
原
爆
被
害

者
、原
爆
被
害
者
の
二
世
や
そ

の
家
族

日
時　

４
月
27
日
㈰

▽
総
会　

午
前
11
時
〜
正
午

▽
講
演
会　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
室（
大
野
城
市

曙
あ
け
ぼ
の

町ま
ち

２
ー
３
ー
２
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局　

藤ふ
じ
の野

☎（
９
２
４
）３
７
７
１（
F
兼
用
）

春
日
市
体
育
協
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

人
、体
育
協
会
会
員

日
時　

５
月
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
受
付
／
午
前
９
時
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
救
急
隊

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

４
月
20
日
㈰
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、性

別
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

（
終
了
証
を
持
っ
て
い
る
人
は

終
了
証
番
号
も
）

※
体
育
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.kasuga-taikyo.

com

）に
あ
る
申
込
書
の
提
出
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

消費生活 信通

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
【相談日】 毎週月～金曜日
【時　間】 午前10時～午後0時15分
 午後1時～4時
【場　所】 市消費生活センター
 （光町1-73）

振り込め詐欺が多発！

　振り込め詐欺は、被害者の家族
を思う優しさや不安な心に付け入
り、大切な財産をだまし取る卑劣
極まりない犯罪です。
　その振り込め詐欺の被害が年々
増加しています。福岡県では、平成
25年の1年間で、206件の被害が
発生し、被害総額は11億2564万
円にも上ります。
○架空請求詐欺
　「有料サイト利用料金が未納」
「無料期間が過ぎても退会手続
きがされていない」などと電子
メールやダイレクトメールを送
りつけ、現金を振り込ませる。

　ひとこと助言
　身に覚えのない請求は無視し
ましょう。振り込みも連絡も不
要です。

○金融商品取引名目詐欺
　未公開株や外国通貨など、さ
まざまな金融商品の購入を持ち
掛け、お金を振り込ませる。

　ひとこと助言
　「絶対に儲かる」「必ず買い取
る」「代わりに買って欲しい」な
どの言葉に惑わされず、きっぱ
りと断りましょう。

　これらの詐欺では、お金を引き
落とす際、銀行員などに「家の修繕
費」「孫の結婚資金」などと嘘をつ
くように言ったり、「自宅にお金を
取りに行く」「郵送して」などと指
示する場合があります。
　トラブルになった場合は、相談
してください。
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シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
生
き
抜
く
知
恵
を
学
ぶ

教
室
参
加
者
募
集

　

自
分
や
家
族
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に

困
ら
な
い
た
め
に
、老
後
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
や
、自
分

自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
役
立
つ

教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

内
容
・
日
時

○
１
コ
ー
ス「
認
知
症
の
巻
」

▽
５
月
９
日
㈮

認
知
症
の
基
礎
知
識（
基
礎
編
）

▽
５
月
23
日
㈮

認
知
症
の
予
防
と
対
応
方
法（
中

級
編
）

▽
６
月
６
日
㈮

認
知
症
の
対
応
方
法（
応
用
編
）

○
２
コ
ー
ス「
福
祉
制
度
の
巻
」

▽
６
月
20
日
㈮

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
・
介
護
予
防
に
つ
い
て

▽
７
月
４
日
㈮

自
分
や
家
族
の
大
切
な
財
産
や
権

利
を
守
る
た
め
に

○
３
コ
ー
ス「
運
動
の
巻
」

▽
８
月
１
日
㈮

楽
し
く
で
き
る
転
倒
予
防
体
操
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

▽
８
月
29
日
㈮

脳
を
活
性
化
す
る
た
め
の
頭
と
か

ら
だ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

▽
９
月
５
日
㈮

親
睦
を
深
め
る
た
め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぼ
う

○
ま
と
め

▽
９
月
19
日
㈮

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て

※
原
則
と
し
て
、全
コ
ー
ス
に
参
加
で

き
る
人
を
優
先
し
ま
す
。単
コ
ー
ス

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
計
６
回
以
上
の
受
講
者
に
は
、い
き

い
き
ル
ー
ム
、市
温
水
プ
ー
ル
の
体

験
無
料
券
、受
講
認
定
証
な
ど
を
進

呈
し
ま
す
。希
望
者
に
つ
い
て
は
、福

祉
施
設
な
ど
の
視
察
研
修
も
別
途
実

施
予
定
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
75
歳
以
下
の
市
民

時
間　

毎
回
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直
接

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護

予
防
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
体
育
協
会

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
Ａ
Ｂ
Ｃ
教
室

　
「
メ
ン
タ
ル
と
は
」「
運
動
が
う
ま
く

な
る
こ
つ
は
」な
ど
の
疑
問
に
答
え
ま

す
。誰
で
も
何
度
で
も
気
軽
に
受
講
で

き
る
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
教
室

で
す
。

期
日
・
内
容

▽
５
月
８
日
㈭

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
っ
て
な

に
？
メ
ン
タ
ル
を
知
る
に
は

▽
５
月
15
日
㈭

メ
ン
タ
ル
を
強
く
す
る
に
は

▽
５
月
22
日
㈭

運
動
が
う
ま
く
な
る
こ
つ
に
つ
い
て

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

研
修
室
１
・
２（
大
谷
６
ー
24
）

講
師　

須す
さ
き崎
康や
す
お臣
さ
ん

受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
中
学
生
以

下
無
料
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

４
月
20
日
㈰
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
体
育
協
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.kasuga-taikyo.

com

）に
あ
る
申
込
書
の
提
出
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

体
育
協
会

☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

haru-t@
bb.csf.ne.jp

ち
く
し
農
業
塾

第
４
期
受
講
生
募
集

　

新
規
就
農
者
・
次
世
代
就
農
者
の
育

成
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

対
象　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▽
Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内（
春
日
市
、大
野
城

市
、太
宰
府
市
、筑
紫
野
市
、那
珂
川

町
）に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
人

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

▽
受
講
終
了
後
、Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売
所
出

荷
者
や
Ｊ
Ａ
筑
紫
生
産
部
会
の
一
員

と
な
る
よ
う
な
強
い
意
欲
が
あ
る
人

日
時　

７
月
〜
平
成
27
年
５
月
の
毎
週

土
曜
日（
11
カ
月
間
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

内
容　

露
地
野
菜
全
般
お
よ
び
施
設
園

芸（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、軟
弱
野
菜

な
ど
）の
栽
培
実
習
、土
作
り
や

防
除
、肥
培
管
理
な
ど
の
講
義

受
講
料　

年
額
３
万
５
０
０
０
円

定
員　

10
人
程
度

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル（
電
話
不
可
）の
い
ず
れ

か
で
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、性
別
、電
話
番
号
を
明
記

し
て
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑
紫

　

農
業
振
興
課（
〒
818
ー

８
６
４
２
筑
紫
野
市
杉す

ぎ
づ
か塚
３
ー

３
ー
10
）

☎（
９
２
４
）１
３
１
３

F（
９
２
３
）７
６
２
４

nousin@
ja-chikushi.or.jp

春
日
市
の
ご
み
が
増
加
!?

　

平
成
18
年
度
の
ご
み
処
理
費
用
有

料
化
以
降
、春
日
市
か
ら
出
る
ご
み

は
着
実
に
減
り
続
け
て
い
ま
し
た

が
、平
成
23
年
度
か
ら
増
加
に
転
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、近
年

の
人
口
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。そ

れ
に
加
え
、市
民
１
人
当
た
り
の
１

年
間
の
ご
み
の
量

も
、平
成
24
年
度

は
約
２
７
０
kg
と

平
成
22
年
度
に
比

べ
て
約
３
kg
増
加

し
て
お
り
、人
口

増
加
を
上
回
る

ペ
ー
ス
で
、ご
み

が
増
え
て
い
ま

す
。

　

ご
み
処
理
に
は
、収
集
や
焼
却
な

ど
の
費
用
が
当
然
必
要
で
、平
成
24

年
度
は
約
13
億
４
０
０
０
万
円
も
の

費
用
が
掛
か
り
ま
し
た
。今
後
も
ご

み
が
増
え
続
け
れ
ば
、今
以
上
に
多

額
の
税
金
が
ご
み
処
理
に
使
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、ご
み
の
焼

却
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
な

ど
、環
境
に
与
え
る
影
響
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。

ご
み
減
量
推
進
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

年度 トン 前年比
平成22 2万9273 -0.95％
平成23 2万9669 +1.4％
平成24 2万9932 +0.9％

■市内から出るごみの量

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみ
のののののののののの
ここここここここここ
とととととととととととととととととととととととととととととと

ご
み
の
こ
と
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ぶ
ど
う
の
庭
は
、次
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、市
民
活
動
を
支
援
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
貸
ブ
ー
ス　

軽
作
業
や
情
報
収
集
に

使
え
ま
す
。

▽
受
付
・
販
売
・
集
金
代
行　

団
体
の
事

務
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

新
し
く
市
民
活
動
を
始
め

た
い
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

４
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

　

時
間
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

▽
親
子
で
物
つ
く
り
〜
み
ん
な
で
遊
ぼ

う（
４
月
６
日
㈰
、１
０
０
円
）

▽
高
齢
者
の
た
め
の
キ
ー
ボ
ー
ド
教

室（
毎
月
第
２・
４
火
曜
日
、１
回

２
０
０
０
円
、教
材
費
含
む
）

▽
ぶ
ど
う
の
庭
・
新
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
〜
色
彩
々
、花
い
っ
ぱ
い
の

庭
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う
〜

（
全
８
回
）

期
日　

第
１
回　

４
月
12
日
㈯

内
容　

春
夏
秋
冬
の
草
花
、バ
ラ
な

ど
の
植
え
付
け
と
手
入
れ
、

花
壇
作
り
、オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
見
学
、参
加
者
交
流
会

な
ど

講
師　

吉よ
し
だ田
博ひ

ろ
み美
さ
ん（
元
県
農
業

大
学
教
授
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　

F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

甲
種
防
火
管
理
者

新
規
講
習
会

　

建
物
に
出
入
り
す
る
人
数
が
一
定
の

人
数（
共
同
住
宅
な
ど
で
は
50
人
、不
特

定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
は

30
人
ま
た
は
10
人
）以
上
と
な
る
場
合

は
、防
火
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
防
火

管
理
者
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会

で
す
。

日
時　

４
月
24
日
㈭
、25
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、途
中
退
席
し
た
場
合
は
講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本

部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員　

70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

申
込
書
を
消
防
本
部
、消

防
署
、各
出
張
所
に
提
出
す
る

※
申
込
書
は
消
防
署
ま
た
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（

fukuoka.kon119.
o
r.jp

/sikenko
syu/b

o
ka_

h26.htm
l

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部
予
防
課

指
導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
署

普
通
救
命
講
習
１（
e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
対
応
）

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ

対
応
の
実
技
救
命
講
習
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

中
学
生
以
上
で
春
日
市
、大
野

城
市
、那
珂
川
町
の
い
ず
れ
か

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

５
月
11
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

※
e
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、同
消
防
本

部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
応
急
手
当

ウ
ェ
ブ
講
習（
約
60
分
）を
個
人
で
受

講
し
、お
お
む
ね
１
カ
月
以
内
に
実

技
を
中
心
と
し
た
実
技
救
命
講
習
を

受
講
す
れ
ば
救
命
講
習
を
修
了
し
た

も
の
と
認
定
し
、修
了
証
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署
本

署
救
急
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
９

F（
５
８
４
）１
１
６
１

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

　

食
品
衛
生
法
で
、設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
食
品
衛
生
責
任
者
の
知
識

と
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

食
品
関
係
営
業
者
、従
事
者
、受

講
を
希
望
す
る
人

日
時　

５
月
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
受
付

／
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
）

※
途
中
の
入
退
場
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

受
講
料　

８
０
０
０
円

※
講
習
会
終
了
後
に
修
了
書
を
交
付
し

ま
す
。

定
員　

２
８
０
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
食
品
衛

生
協
会（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原

３
ー
５
ー
25
筑
紫
総
合
庁
舎

内
）

☎（
５
７
５
）５
０
５
６

F（
９
８
２
）８
３
１
９

緑
化
セ
ン
タ
ー

庭
木
の
整
姿
と
せ
ん
定
講
習

日
時　

５
月
31
日
㈯

▽
１
回
目　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
２
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

参
加
費　

無
料

定
員　

各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
１
日
㈭
以
降
、電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所（
月
曜
日
休
館
）

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

相　

談

暴
力・セ
ク
ハ
ラ
な
ど

ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
は
、女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を
電
話
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
相
談
時
間

に
加
え
て
、木
曜
日
は
、午
後
８
時
30
分

ま
で
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、暴
力
を
受
け
て
い
る

人
が
い
た
ら
、相
談
窓
口
を
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。秘
密
は
守
り
ま

す
。

相
談
日　

月
〜
金
曜
日

相
談
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
木
曜
日
の
み
午
後
５
時
〜
８
時
30
分

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
電
話
番
号

☎（
５
１
３
）７
３
３
５（
F
兼
用
）

※
外
国
語
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

　

暴
力
団
な
ど
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の

早
期
救
済
を
目
的
に
、警
察
、弁
護
士

会
、県
暴
追
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し

て
、面
談
や
電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を

実
施
し
ま
す
。相
談
料
は
無
料
で
す
。

日
時　

４
月
12
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
市
暴
力
追
放
相
談
セ
ン

タ
ー（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
８
ー
１
福
岡
市
役
所
２

階
）

相
談
電
話
番
号

☎（
７
１
１
）４
０
７
６

問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法
人　

福

岡
県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン

タ
ー

☎（
６
５
１
）８
９
３
８

F（
６
５
１
）８
９
８
８

司
法
書
士
に
よ
る

成
年
後
見
無
料
相
談
会

　

司
法
書
士
が
成
年
後
見
制
度
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

４
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

ふ
く
ふ
く
プ
ラ
ザ（
福
岡
市
中

央
区
荒あ

ら
と戸
３
ー
３
ー
39
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
人
当
た
り
１
時
間

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
益
社
団
法

人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
福
岡
支
部　

原は
ら

口ぐ
ち・
藤ふ

じ
た田

☎（
５
２
１
）８
５
８
５

F（
５
２
１
）８
５
８
６

司
法
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
会

　

借
金
問
題
、金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、悪
質
商

法
、生
活
保
護
、離
婚
、Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。女
性
相
談
員
が
対
応

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時

○
電
話
相
談

▽
４
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
27
日
㈰

午
後
０
時

　
　

☎（
７
２
４
）９
５
０
５

○
面
談
相
談

▽
４
月
26
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
４
月
27
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

※
場
所
は
福
岡
市
内（
相
談
者
に
個

別
に
伝
え
ま
す
）で
行
い
ま
す
。

面
談
予
約　

４
月
18
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
予
約
す
る（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）

※
前
述
の
時
間
以
外
は
、Ｅ
メ
ー
ル（

m
aruo@

ofuji-offi
ce.jp

）
で
氏

名
、電
話
番
号
、連
絡
の
つ
く
時
間
帯

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。折
り
返
し
連

絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

司
法
書
士　

丸ま
る
お尾

☎（
７
４
１
）０
９
９
７

F（
７
４
１
）８
５
２
８

募　

集

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

新
規
会
員
を
募
集

　

市
は
、い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
行
う
健

診
や
教
室
な
ど
に
子
育
て
中
の
人
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
、託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
に
よ
る
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。　

　

こ
の
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
に

な
る
た
め
の
登
録
会
を
行
い
ま
す
。

対
象　

子
ど
も
が
好
き
で
、託
児
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
登
録
会
に

参
加
で
き
る
人

日
時　

４
月
24
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付

／
午
後
１
時
15
分
〜
）

内
容　

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
規
約

説
明
、託
児
に
お
け
る
注
意
点

な
ど
の
説
明

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

申
込
方
法　

４
月
１
日
㈫
〜
18
日
㈮

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生
を
募
集

　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」は
、楽
し
み
な
が
ら
春

日
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
い
人
を
対

象
に
、全
４
回
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

○
第
１
回　

共
感
と
対
話
の
手
法
〜
ま

ち
づ
く
り
は
共
感
と
対
話
か
ら
〜

日
時　

４
月
19
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー
ぶ
ど
う
の
庭

内
容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
一
つ
で

あ
る「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」の

手
法
を
体
験

資
料
代　

５
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

４
月
15
日
㈫

○
第
２
回　

津
屋
崎
わ
く
わ
く
バ
ス
ツ

ア
ー
〜
津
屋
崎
の
ま
ち
づ
く
り
を
知

り
た
い
〜

日
時　

５
月
１
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

津
屋
崎
千
軒（
福
津
市
）

内
容　

津
屋
崎
ブ
ラ
ン
チ
を
知
り
、

津
屋
崎
千
軒
の
ま
ち
を
散
策

資
料
代　

５
０
０
円（
昼
食
代
は
実

費
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

４
月
20
日
㈰

○
第
３
回　

ま
ち
カ
レ
談
義
〜
ま
ち
と

カ
レ
の
甘
〜
い
カ
ン
ケ
イ
〜

日
時　

６
月
14
日
㈯

○
第
４
回　

や
っ
て
み
よ
う
！
わ
が
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時　

７
月
19
日
㈯

※
第
３
回
、第
４
回
の
詳
細
は
未
定
の

た
め
、決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、ハ
ガ

キ
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号
を
伝
え
る　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
〒
816
ー
０
８ 

６
４
須
玖
北
５
ー
１
５
５
）

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
寿
菊
会
」会
員
募
集

　

日
本
舞
踊
を
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま

せ
ん
か
。初
心
者
や
子
ど
も
も
歓
迎
し

ま
す
。

日
時　

第
１
・
第
３
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

寿
菊
会　

栗く
り
や
ま山

☎（
５
８
２
）５
８
３
４（
F
兼
用
）
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第
一回
歴
史
散
歩

参
加
者
募
集

　

那
珂
川
町
の
観
音
山
に
歩
い
て
登
り

ま
す
。小
水
城
な
ど
の
遺
跡
を
眺
望
し

な
が
ら
春
日
市
内
の
歴
史
や
文
化
財
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

４
月
19
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

集
合
場
所　

白
水
小
学
校（
白
水
ヶ
丘

１
ー
１
０
０
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
19
日
㈬
〜
４
月
18
日

㈮
に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、直

接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

第
33
回
春
日
市
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
集
団
生

活
を
通
じ
て
友
情
を
深
め
、沖
縄
研
修

や
平
和
学
習
な
ど
を
行
う
、春
日
市
少

年
の
船
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

高
校
１
年
生
〜
40
歳
未
満
の
人

日
程　

８
月
19
日
㈫
〜
23
日
㈯（
４
泊

５
日
）

活
動
内
容　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
団
員
60
人
の
引
率

と
、海
洋
研
修
や
平
和
学
習
な

ど
の
指
導

※
こ
の
他
に
、事
前
に
打
ち
合
わ
せ（
５

月
14
日
㈬
以
降
、毎
週
水
曜
日
の

夜
）が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、春
日
市

少
年
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

w
w
w
.

kasuga-soj.com
/

）を
見
て
く
だ

さ
い
。

参
加
費　

４
万
円

定
員　

15
人
程
度（
申
込
多
数
の
場
合
、

面
接
選
考
）

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

学
校
名
ま
た
は
職
業
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行
委
員

会　

五ご
と
う島（
〒
816
ー
０
８
３
１

大
谷
６
ー
24
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
０（
７
４
６
４
）６
３
２
４

F（
５
８
４
）２
１
９
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

春
募
集
説
明
会

　

４
月
１
日
か
ら
５
月
12
日
に
か
け
て

行
う
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
春
募

集
に
合
わ
せ
、青
年
海
外
協
力
隊
、シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の「
体
験
談
＆

説
明
会
」を
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

○
青
年
海
外
協
力
隊

対
象　

満
20
歳
〜
39
歳
で
日
本
国
籍

の
人

日
時
・
場
所

▽
４
月
５
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

ア
ク
ロ
ス
福
岡
７
階
大
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１
ー

１
）

▽
４
月
12
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
９
階
大

ホ
ー
ル（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き

多
駅

中ち
ゅ
う
お
う
が
い

央
街
２
ー
１
）

▽
４
月
18
日
㈮

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

ア
ク
ロ
ス
福
岡
７
階
大
会
議
室

▽
４
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時

ア
ク
ロ
ス
福
岡
７
階
大
会
議
室

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対
象　

満
40
歳
〜
満
69
歳
で
日
本
国

籍
の
人

日
時
・
場
所

▽
４
月
12
日
㈯

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
９
階
４

ホ
ー
ル

▽
４
月
18
日
㈮

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
６
０
８
会
議

室
▽
４
月
27
日
㈰

午
後
２
時
〜
４
時

ア
ク
ロ
ス
福
岡
６
階
６
０
６
会
議

室

※
詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（

http://w
w
w
.jica.

go.jp

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班　

☎
０
９
３（
６
７
１
）８
３
４
９

F
０
９
３（
６
７
１
）０
９
７
９

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
21
日
㈪

※
試
験
会
場
や
内
容
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
る
か
福
岡
県
警
察
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.

police.pref.fukuoka.jp/

）を
見

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
警
察
署
総
務

第
一
課

☎（
９
２
９
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

そ
の
他

福
岡
都
市
高
速・北
九
州
都
市
高
速

料
金
が
変
わ
り
ま
す

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、福

岡
都
市
高
速
お
よ
び
北
九
州
都
市
高
速

の
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

変
更
実
施
時
期　

４
月
１
日
㈫
午
前
０

時
〜

○
福
岡
高
速

▽
普
通
車

　

６
０
０
円
↓
６
２
０
円

▽
大
型
車

　

１
２
０
０
円
↓
１
２
３
０
円

▽
身
障
者
割
引

　

３
０
０
円
↓
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社

☎（
６
３
１
）０
１
２
２

F（
６
４
３
）６
２
２
８

試　

験

平
成
26
年
度

福
岡
県
警
察
官
募
集

○
警
察
官
Ａ（
男
性
、女
性
、武
道
指
導
）

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、大
学（
短
期
大

学
を
除
く
）を
卒
業
ま
た
は

平
成
27
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人

※
武
道
指
導
は
、受
験
申
込
日
現
在
、

柔
道
ま
た
は
剣
道
の
段
位
が
３
段

以
上
で
一
定
の
成
績
を
上
げ
た
人

に
限
り
ま
す
。

採
用
予
定
数

▽
男
性　

１
４
７
人

▽
女
性　

16
人

▽
武
道
指
導　

３
人

第
１
次
試
験
日　

５
月
11
日
㈰

○
警
察
官
Ｃ（
経
済
、語
学
、情
報
工
学
）

受
験
資
格　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
ま
た
は
、平

成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
大
学（
短
期
大

学
を
除
く
）の
卒
業
者
ま
た

は
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

採
用
予
定
数

▽
経
済　

２
人

▽
語
学（
英
語
）　

２
人

▽
語
学（
韓
国
・
朝
鮮
語
）　

２
人

▽
情
報
工
学　

２
人

第
１
次
試
験
日　

５
月
４
日
㈰



須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739 天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801

光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （F兼用） 大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

4月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保護
者対象。
友達づくり、子
育て情報などの
交換の場。

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：9日㈬、10日㈭
▶光町：11日㈮、22日㈫

▶白水：16日㈬、22日㈫
▶毛勝：18日㈮

午前11時～
11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：18日㈮
▶光町：8日㈫

▶白水：25日㈮
▶毛勝：16日㈬ 午前10時30分～

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：24日㈭、25日㈮
▶光町：16日㈬、17日㈭、24日㈭、25日㈮

▶白水：17日㈭、18日㈮、23日㈬、24日㈭
▶毛勝：24日㈭、25日㈮

5日（土） わんぱく広場（春休みドッジボール大会）
午後2時～3時

6日（日）

屋上DEあそぼ（インラインスケート）
午後2時～3時、先着12人、靴下・手袋持参
スケート靴24㎝まで貸出し（持参可）　※雨天中止
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

12日（土） 入学探検隊（新小学1年生対象）　午前11時～正午

13日（日）
屋上DEあそぼ（インラインスケート）
午後2時～3時、先着12人、靴下・手袋持参
スケート靴24㎝まで貸出し（持参可）　※雨天中止

19日（土） 道場破り（職員と対決）　午後2時～3時
20日（日） 作ってわくわく（しゃぼんだま遊び）　午後2時～3時

26日（土） わんぱく広場（わくわくレクリエーション大会）午後2時～3時

27日（日）
わくわくクッキング（屋上でピクニック弁当）　午前10時
30分～正午、12人、150円 　※雨天時は室内
トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

30日（水） おはなしな～に？　午前11時～11時30分

8日（火） すくすく育児相談　午前10時～11時30分

13日（日） 道場やぶり（春のビンゴゲーム）　午後2時～3時

19日（土）
入学探検隊（新小学1年生対象）　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

20日（日） かんたんクッキング（チョッパーサンド）午前10時30分～正午、10人、150円 

23日（水） おはなし・だいすき　午前11時～11時30分

26日（土） 運動遊び（春のソフトバレー大会）　午後2時～3時

27日（日）

作って遊ぼう（春のモビールを作ろう）　
午後2時～3時、先着10人

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

3日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

10日（木） ワイワイ広場　午後4時～4時40分

13日（日）
入学探検隊（新小学一年生対象）　午後2時～3時

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

17日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

19日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール

20日（日） かんたんクッキング（手作り肉まん）午前10時～正午、10人、100円 

23日（水） 楽しいおはなし会　午前11時～11時30分

24日（木） ワイワイ広場　午後4時～4時40分

27日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

2日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

5日（土） 道場やぶり　午後2時～3時

9日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

12日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場　午後2時～2時30分

16日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

19日（土） 一輪車教室　午後2時～3時30分、12人 ※雨天時は26日㈯に延期

20日（日）
楽しいクッキング（カレーライス）
午前10時15分～正午、10人、100円 　※米1合持参

親子であそぼう　午後3時～3時20分

23日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

27日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

30日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

今月の休館日

7日㈪、14日㈪、
15日㈫、21日㈪、
28日㈪、29日㈫

児童
センター須玖 児童

センター白水

児童
センター光町 児童

センター毛勝

あそぼ～ 　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという大人を対象とした、託児付きの行事もあります。
　須玖児童センターが入っているすくすくプラザ内には子育て支援セン
ターも併設されており、さまざまな子育て情報の提供や子どもや保護者から
の相談にも応じます（日曜日を除く）。気軽に利用してください。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（4月 12日（土）午前 10時以
降に申し込み。受付／午後 6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1人 1行事まで▶天
候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）
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開館日／金～日曜日　
時間／午後2時～9時

下白水209-171白水大池公園内
☎（558）9099   F（558）9023

　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

星の館 ～春の星
座と木星を見よう～

期　日 時　間 内　容
4月4日㈮～6日㈰

午後7時～9時

春休み　木星を見よう
11日㈮～13日㈰ ししのおおがまを探そう
18日㈮～20日㈰ 火星を見よう
25日㈮～27日㈰ 火星を見よう

6月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成26年5月1日㈭（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

永
ながた

田  虎
こたろう

太郎ちゃん
平成25年4月25日生

（大谷）

秋
あきよし

吉  彩
いろは

華ちゃん
平成25年4月16日生
（下白水北）

川
かわべ

邉  紳
しんかい

開ちゃん
平成25年4月13日生

（昇町）

山
やまだ

田  啓
けいじ

史ちゃん
平成25年4月28日生
（日の出町）

石
いしばし

橋  英
えれん

蓮ちゃん
平成25年4月27日生
（日の出町）

小
こじま

島  光
こうしろう

士郎ちゃん
平成24年4月2日生
（須玖北）

伴
ばん

  航
わたる

瑠ちゃん
平成25年4月25日生

（天神山）

北
きたじま

島  清
さやな

菜ちゃん
平成24年4月3日生
（下白水南）

　白水大池公園星の館では、毎週、季節の星座や天文現象の
観望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が
丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。

　上記以外の天体観測もできます。昼間は太陽などを
観察できます。市ウェブサイトでは、星の館のさまざまな
情報を掲載しています。

　

詩
人
の
ま
ど
・
み
ち
お
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
。名
前
を
知
ら
な
い

人
で
も
、童
謡「
ぞ
う
さ
ん
」や「
や

ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」「
一
ね
ん
せ
い

に
な
っ
た
ら
」は
知
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
幼
稚
園

で
の
私
の
お
印し
る
し（
マ
ー
ク
）が
ゾ
ウ

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、私
は「
ぞ
う

さ
ん
」の
歌
が
大
好
き
で
し
た
。作

曲
は
団だ
ん

伊い

く

ま
玖
磨
さ
ん
。冒
頭
の
♪

ド
〜
ラ
ソ（
ぞ
ー
う
さ
ん
）の
節

が
、ゾ
ウ
の
大
き
く
、ゆ
っ
た
り
と

し
た
姿
を
思
い
起
こ
さ
せ
、「
う

わ
ー
」と
思
っ
た
も
の
で
す
▼
こ

の
曲
が
テ
レ
ビ
番
組「
お
か
あ
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
」か
ら
流
れ
る
た

び
に
歌
っ
て
い
た
私
は
、「
そ
う

よ 

か
あ
さ
ん
も 

な
が
い
の
よ
」

と
優
し
く
語
り
か
け
る
歌
詞
に
、

暖
か
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。で
も
、２
番
の「
あ
の
ね 

か

あ
さ
ん
が 

す
き
な
の
よ
」の
所
を

歌
う
の
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し

か
っ
た
こ
と
を
、今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
▼
ぞ
う
さ
ん
を 

幾
年
ぶ

り
か
に 

合
唱（
掌
）し　
　
　

  

K

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

主な公共施設の連絡先

春日市役所 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（市役所西出張所） ‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
すくすくプラザ（子育て支援センター） ‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん ‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
市民スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
西スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（954）0112
北スポーツセンター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（929）0110
下白水警部交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原警部交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター ‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513 
シルバー人材センター ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。
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〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（2月28日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

市
の
木

な
ぎ
の
木

総人口 11万1693人
（前月-24）

女 5万7511人
（前月-30）

男 5万4182人
（前月+6）

世帯数 4万5873世帯
（前月+51）

増
転入 356人
出生 72人
その他 11人

減
転出 385人
死亡 78人
その他 0人

　金
かなぐちいけこうえん

口池公園は、県道31号線の春
日神社入口交差点から惣利方面に
入ったところにあります。春の杜
通りからは小さく見えますが、実
際は東西に細長く、高低差がある
公園です。
　普段は、緑に囲まれ落ち着いた
雰囲気の公園ですが、春の季節に
は斜面がたくさんの桜で彩られ、
訪れる人々の目を楽しませてくれ
ます。

金口池公園

春日五

春日神社入口

春日6丁目

春日南小

塚原台

場所　春日6ｰ110


